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研究成果の概要（和文）：日本列島における第四紀地史を解明する研究の一部として，関東にお

いて第四紀に降下堆積した全テフラの層序確立を試みた．千葉県銚子の屏風ヶ浦にて調査し，

90～200 万年前の全ての降下テフラをカタログ化した．東京都内では，八王子，立川，昭島の

ボーリングコアからテフラを採取し基礎的な岩石記載を行い，既知の前期更新世テフラとの対

比を試み，Kd44-Nk，屏風ヶ浦 Ob4b-1および Tmg-R4，SYG を認定した．また，中期更新世の塩

原大田原テフラを福島県内で検出し，さらにそれと対比可能性をもつテフラを下北沖の海底堆

積物より検出した．  

 

研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： This study aimed to establish the total Quaternary 
tephrostratigraphy in Kanto region, central Japan, as a part of studies on the 
construction of Quaternary history in and around Japanese islands. Along the Byobugaura 
Coastal Cliff (Choshi area, Chiba Prefecture), lithological observation and collection 
of all visible fall-out tephras positioned in the stratigraphic horizon between 0.9 and 
2.0 Ma were carried out, and most tephras were catalogued with characteristic properties. 
In Tokyo Metropolitan area, lithological observation and collection of visible fall-out 
tephras in all-cores in Hachioji, Tachikawa and Akishima were performed. Characteristic 
properties of these tephras were described, and then, correlations with known tephras 
were attempted. As results, Kd44-Nk, Byobugaura Ob4b-1, Tmg-R4 and SYG tephras were 
identified. Moreover, Middle Pleistocene Shiobara-Otahara tephra was detected at several 
locations in Fukushima Prefecture and also found off Shimokita, Tohoku region. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本列島各地においては爆発的噴火の産
物である多数の第四紀テフラがもたらされ
てきた．このうち後期更新世以降のプリニー
式噴火およびカルデラ噴火によりもたらさ
れたテフラの実体は，日本列島全域でほぼ解
明されている．これに対して中期更新世テフ
ラの場合，カルデラ噴火による大規模テフラ
の全貌は明らかにされつつあるが，やや小規
模となる，プリニー式噴火によるテフラは，
東北，関東，九州の一部で層序が明らかにさ
れているにすぎない．さらに前期更新世テフ
ラの場合，広範囲を覆う一部の広域テフラを
除くと，限られた地域において，詳細な層序
が明らかにされているにすぎない．関東にお
いては房総半島がその様な地域とされ，前期
〜中期更新世編年の国内の標準層序を提供
してきた． 
 ところで第四紀地史を復元する研究にお
いては，テフラは有効な時間面を提供し，数
多くある年代指示層の中でも比較的信頼性
が高い．研究代表者は東京都内において深度
500 m 以浅のコアを対象に火山灰編年学的手
法を適用し，前期更新世の時間面を堆積物中
に設定した（鈴木・小原，2009；鈴木ほか，
2008；村田ほか，2007；佐藤ほか，2004など）．
これら研究では，地下で検出されたテフラの
実体を明らかにするため，房総半島・銚子地
域・多摩地域において地表に露出するテフラ
との比較も実施した（鈴木・村田，2008）．
その際に研究代表者は，長らく海成層層序の
標準模式地とされた房総半島ですら時間面
として利用できるテフラの充分な記載は限
られると判断した．とくに広域テフラだけな
く，近隣地域の火山からもたらされたテフラ
は相当数あると判断し，これらも時間面とし
て取り入れて地史を編めば，中期更新世の水
準，あるいは後期更新世の精度まで前期更新
世テフラ層序の精度を高めることが可能と
考えた． 
 
２．研究の目的 
 日本列島における第四紀地史を解明する
研究の一部として，関東において第四紀に降
下堆積した全テフラの層序を組み立てるこ
とを目的とする．未記載のテフラが多い前期
更新世に着目するため，房総半島と銚子地域，
関東平野西縁丘陵が主な調査対象地域であ
るが，海成層が顕著に変形を受けず堆積･保
存状況がよく，欠落無くテフラの観察･試料
採取が可能で，しかも関東に分布するおもな
前期更新世テフラが保存されていると考え
られると銚子地域の屏風ヶ浦を調査の重点
地域と考える．また，対比を進めていく上で
補完的にボーリングコアを用いてコア中の
テフラにも着目する．これらの記載岩石学的

特性を明らかにした上で，関東平野内でテフ
ラの対比を進め，関東全体での標準化された
テフラ層序を構築する． 
 
３．研究の方法 
 前期更新世テフラの採取を目的として,野
外調査を房総半島，屏風ヶ浦，関東平野西縁
丘陵で行ない，また，東京都土木技術センタ
ー（旧東京都土木技術研究所）により東京都
内で掘削され，現在保管されているボーリン
グコアからもテフラを採取する．野外調査お
よびコアから得られたテフラの記載岩石学
的特性を明らかにするための各種分析を行
なう．手順としては，超音波洗浄器により粘
土鉱物等を除去した後，学内に設置されてい
る温度変化型屈折率測定装置とエネルギー
分散型 X 線分析装置を用いて，それぞれ火山
ガラス・斑晶鉱物の屈折率測定と火山ガラス
の主成分化学組成分析を行なう．さらに必要
に応じて，火山ガラスの純化作業と ICP化学
分析を外部委託により実施し，火山ガラスに
含まれる微量成分を明らかにする．以上に基
づいてテフラの対比を検討し，関東全域のテ
フラに関する精度の高いタイムスペースダ
イアグラムを完成させ，最終的なテフラ層序
を第四紀全期間について作成する． 
 
４．研究成果 
 関東に分布するおもな前期更新世テフラ
が保存されていると考えられる千葉県銚子
地域の屏風ヶ浦にて野外調査を実施した．ま
た，関東平野西縁の丘陵群でも野外調査を実
施した．その他，関東以外でも補完的に伊豆
半島北部，東北地方南部でも野外調査を実施
した．野外調査では，テフラとそれを挟在す
る堆積物の岩相観察，ならびにテフラの試料
採取を行なった．さらに東京都内で得られた
ボーリングコアの観察も実施し，堆積物の岩
相観察とテフラの試料採取を実施した． 
 屏風ヶ浦では，90～200 万年前の層準にて
肉眼により識別できる全ての降下テフラの
採取と岩石記載を実施した．このうち 134〜
163万年前と推定した層準，すなわち HM-Kd16
テフラから Omn-Kd25 テフラにかけての約 20
枚のテフラの記載岩石学的特性をカタログ
化し，それらの噴出年代を推定するとともに
降下堆積当時の古環境を復元した．そして，
その成果を地質学雑誌に掲載（鈴木・村田，
2011）した．この層準では平均的には約 1.5
万年に 1枚のテフラが認定されたことになり，
火山灰編年学的による前期更新世の年代目
盛としては，国内はもとより，世界的にも最
も高精度といえる．また，134〜163万年前の
層準以外のテフラについても大半の記載岩
石学的特性をカタログ化したので順次公開
する予定である．これらデータは今後関東に



おける堆積史・地形形成史・地殻変動史をは
じめとする地史研究に精緻な年代軸を提供
することが期待できる．また，近隣火山の爆
発的噴火史の構築や，広域テフラを通じて日
本列島スケールでの編年学や火山噴火史確
立に貢献できると考えられる． 
 東京都内のボーリングコア調査として，東
京都八王子市で採取されたボーリングコア
の深度約 700m 分，立川市の深度約 500m 分，
さらに昭島市のボーリングコアからの抽出
済のテフラの観察を行い，試料採取を実施し
た．八王子コアに含まれる全テフラの採取と
基礎的な岩石記載，立川コアの約半数のテフ
ラの採取と基礎的な岩石記載，また昭島コア
の一部テフラの記載が完了し，それぞれのコ
アの一部テフラについて既知の前期更新世
テフラとの対比ができた．具体的に対比でき
たテフラとして，Kd44-Nk テフラ（八王子コ
ア），屏風ヶ浦 Ob4b-1 テフラおよび Tmg-R4
テフラ（立川コア），SYGテフラ（昭島コア）
がある．また，東京都内のボーリングコアの
テフラについては上記コア以外のものにつ
いて，これまで検出されているもののカタロ
グ化，産出深度から堆積物の変位推定，さら
に地殻変動様式の以上を考察し，その結果を
国際誌(Quaternary International)に掲載し
た（Suzuki et al., 2011）． 
 また，北関東塩原カルデラを給源とする中
期更新世テフラの塩原大田原テフラを福島
県内の数地点で検出し（笠原ほか，2012など），
またそれと対比の可能性のあるテフラを東
北地方下北沖の太平洋海底堆積物より検出
した（鈴木ほか，2012）．これにより北関東
内陸部のテフラ編年に酸素同位体比編年に
基づく年代値を与える可能性をもたらした． 
 以上のデータを元に関東全域の標準的な
第四紀テフラ層序をまとめた． 
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